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V43b 可視１露出型偏光撮像器HOWPolの開発：(4)駆動制御系と性能評価
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可視１露出型偏光撮像器 HOWPolは、一度に４方位の直線偏光データを撮ることが可能な広視野偏光器であり、
東広島天文台 1.5mかなた望遠鏡のナスミス焦点に常設されている。
HOWPolでは、焦点マスクターレット、フィルターターレット２ヶ、プリズムステージ等をパルスモータで駆動

することにより観測モードを切り替える。また、較正用の半波長板や、内部フォーカス調整用の検出器ステージ機
構を備えている。これらはVisual C++を用いたGUIベースのソフトウェアにより駆動されている。すべてのモー
タが独立したドライバを備えており、ガンマ線バーストのアラートに対応して即座に観測モードを切り替えること
が可能な構成となっている。
検出器CCDの読み出しノイズは−100◦C制御下の通常読み出しモードにおいて約 5e−、電荷変換効率は 2.19±0.15

e−1 ADU−1である。HOWPolにおける像歪曲や検出効率などの光学性能はほぼ設計仕様通りであり、ピクセルス
ケールは視野中心で 0.294′′ pixel−1、撮像モードの視野は 15′φで、2次式による補正のみで 0.5ピクセル以下の精
度での歪曲補正が可能である。100秒露出、σ = 0.02 magの条件における限界等級は、暗夜でR = 18.5、V = 18.0

などとなっている。様々な望遠鏡位置における無偏光標準星の観測で得られた HOWPolの器械偏光は、望遠鏡の
ナスミス鏡による一定の偏光成分（p ≃ 4% ）のみでほぼ説明できるが、最大 0.4% に及ぶ系統誤差があり、より
正確な偏光較正には注意を要する。年会ではこれら性能評価の結果について詳細に報告する。


